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　去る11月29日、一年ぶりとなる一般質問を行いました。

　県議会では、一般質問の時間を各会派毎に割り振りするた

め、私が質問できる機会は一年間で今回の一時間しかありま

せん。

　そこで、今回取り上げた質問は、本年6月、政府が水産資

源の適切な管理と成長産業化を両立させ、漁業者の所得向上

と年齢バランスのとれた漁業就業構造を確立することを目

的とした「水産政策の改革」について行いました。

　現在、漁場の管理は海女さん達が操業している「共同漁業

権」、黒ノリや鯛、ハマチ等を養殖している場所の「特定区画

漁業権」、大型定置網を設置している「定置漁業権」があり、

何れも地元の漁協や漁連などに優先的に許可されています

が、今後は「共同漁業権」はそのまま維持されますが、「特定区

画漁業権」、「定置漁業権」については優先順位が撤廃されて、

適切に活用していないと判断されたときには、会社などの企

業に許可されるという変更も含んだものになっています。

　漁業者の方からは、企業が入ってきた場合、「利益を追求す

るあまり共同管理できない区画が虫食い状態になってしま

う」、「共有資源は利用者がルールを守ることで適切に管理さ

れてきているが企業は自らの利益を最大化しようとし、乱獲

で資源が枯渇してしまうのではないか、また過密養殖で海が

汚れる恐れもある」等、成り行きによっては今後の動向に危

機感を抱く声が多数あります。

現
場
de
県
議
会
in
亀
山

　
三
重
県
議
会
で
は
、公
聴
広
報

会
議
が
中
心
と
な
っ
て
議
員
が

直
接
現
場
へ
出
向
き
、そ
の
地
域

の
課
題
や
三
重
県
が
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
場
と
し
て
、「
現
場
で

県
議
会
」と
い
う
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、亀
山
市
文
化
会
館
に

お
い
て「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（
多
文
化
共
生
）社
会
の
推
進
」に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、外
見
か
ら
は
障
害
や
病
気
を
抱
え
た
方
が
援
助
を

必
要
と
し
て
い
る
と
き
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る（
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
）

を
推
進
し
て
い
る
方
や
、体
と
心
の
不
一
致
に
よ
る「
性
同
一
性
障

害
の
あ
る
方
」、松
阪
フ
ィ
リ
ピ
ン
協
会
の
方
々
で
す
。

　
意
見
交
換
で
は
、鳥
羽
市
で
は
あ
ま
り
話
題
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、中
勢
や
北
勢
で
は
外
国
の
方
々
が
労
働
者
と
し
て
多
く

働
い
て
お
り
、市
営
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
課
題
と
し
て
、ゴ
ミ
出
し
の
問
題
や
学
校
、病
院
で
の
こ
と
等
、

身
近
な
課
題
が
沢
山
出
さ
れ
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
の
社
会
を
考
え
る

落語落語を活かして

　
去
る
11
月
11
日
に
、地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
鳥
羽
市
民
文
化
会
館
で「
落
語
寄
席
i
n
鳥
羽
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
は
鳥
羽
商
工
会
議
所
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員

会
で
、出
演
は「
月
亭
方
正
」さ
ん
と「
林
家
菊
丸
」さ

ん
で
、大
変
愉
快
な
お
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
落
語
は
大
変
面
白
か
っ
た
の
で
す
が
、も
っ
と
良

か
っ
た
の
が
、「
月
亭
方
正
」さ
ん
が「
大
変
い
い
で

す
ね
ー
」と
褒
め
て
い
た
の
が
今
回
の
チ
ケ
ッ
ト
の

活
用
方
法
。

　
2
0
0
0
円
の
入
場
料
で
落
語
を
堪
能
し
た
後
、

残
っ
た
半
券
で
半
分
の
1
0
0
0
円
を
地
元
商
店
街
で

金
券
と
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
で
し
た
。

　「
こ
ん
な
チ
ケ
ッ
ト
を
活
か
し
た
町
の
活
性
化
は

全
国
で
も
始
め
て
な
の
で
は
」と
、終
わ
り
の
挨
拶
で

チケット活用の新しい試みも！

1
年
ぶ
り
の『
一
般
質
問
』
「
水
産
政
策
の
改
革
」に
つ
い
て

身
近
な
課
題
と
し
て

　 

病
院
に
置
い
て
あ
る
問
診
表
に
英
語
の

　 

記
載
が
な
い
た
め
、何
を
聞
か
れ
て
い
る

　 

の
か
、何
を
応
え
て
よ
い
か
解
ら
な
い
。

　 

学
校
か
ら
子
供
が
学
校
通
信
を
持
ち
帰
っ

　 

て
も
、理
解
で
き
な
い
。

　 

P
T
A
活
動
に
参
加
し
た
く
て
も
、言
葉

　 

が
通
じ
な
い
の
で
何
を
し
て
良
い
か
理
解

　 

で
き
な
い  

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
日
本
人
か
ら
み
れ
ば
、自
分
達
で

日
本
語
を
覚
え
れ
ば
済
む
事
だ
と
簡
単
に
考

え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、逆
の
立
場
に

立
っ
て
も
っ
と
親
切
に
教
え
て
欲
し
い
と
の

意
見
や
、多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
行
政
が
積
極
的
に
参
加
し
、活
動
に
対
し

て
予
算
化
も
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、多
様
な
分
野
に
お
い
て
労
働

力
不
足
は
ま
す
ま
す
進
展
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
鳥
羽
市
に
お
い
て
も
、観
光
、宿
泊
業
、漁
業

等
基
幹
産
業
の
急
激
な
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

し
て
き
て
お
り
、私
達
も
遅
滞
な
く
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー（
多
文
化
共
生
）社
会
の
推
進
を
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
一
言
で
す
。

　
鳥
羽
商
工
会
議
所
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
企
画
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　県としては、共同漁業権は従来どおり漁協や漁連に許可す

る見込みであり、特定区画漁業権や、定置漁業権についても、

これまで漁場管理や資源管理の中核を担ってきた漁協等の

役割を重視して、漁業者や漁協等と相談しながら適切に対応

して行く考え方を示しています。

　同じ日の中日新聞にも、「秩序が乱れる」などの反対意見や

「斬新な発想やノウハウが期待できる」賛成意見なども記載

されていました。

　今後も注目して行きたいと思っています。

議
会
・

委
員
会

活
動
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■■■■■日 々 の 活 動月10

月11
 3日 土 大規模災害避難訓練(桃取サテライト会場)

 4日 日 鳥羽市民大会開会式(市民体育館)

 5日 月 国会審議聞き取り調査(県庁)

 6日 火 台風被害報告調査(中部電力伊勢)

 7日 水 政策担当者会議(議事堂)

 8日 木 市民勉強会(神明神社)

 9日 金 外国人旅行者現地調査(答志町)

 10日 土 三重の未来づくり塾(松阪商議所)

 11日 日 時頼祭(畔蛸町)、落語会(市文化会館)

 13日 火 一般質問準備（県庁）

 14日 水 本会議

 15日 木 災害対応検討会視察(山形)

 16日 金 　　　　〃　　　　(宮城、岩手)

 17日 土 自民党伝達式(津)

 18日 日 一般質問準備（県庁）

 19日 月 現場で県議会(亀山)

 20日 火 一般質問準備（県庁）　

 21日 水 本会議

 22日 木 知事と市長対談(鳥羽高)

 23日 金 勤労感謝祭(神明神社)

 24日 土 春雨供養祭(相差)

 26日 月 国体鳥羽実行委員会総会(商議所)

 27日 火 本会議

 29日 木 　〃

 30日 金 三重むすび塾（ハートプラザみその）

 1日 月 本会議

 2日 火 予算決算常任委員会

 3日 水 全員協議会

 4日 木 市長地区懇談会

 5日 金 教育警察常任委員会

 6日 土 鳥羽市民運動会

 7日 日 クラフト展・旅するマーケット海音（市民の森）

 8日 月 鳥羽の日（鳥羽市内）、自衛隊役員会（津）

 9日 火 鳥羽高校魅力アップセミナー (鳥羽高)

 10日 水 教育警察常任委員会

 11日 木 公聴広報委員会

 12日 金 山田優君講演会(市文化会館)

 13日 土 鳥羽地質講演会(市文化会館)

 15日 月 本会議

 16日 火 自衛隊東海北陸大会(シーサイドホテル)

 17日 水 本会議

 18日 木 台風後倒木調査(鳥羽市内)

 19日 金 トロさわら知事表敬訪問(県庁)

 20日 土 鳥羽市一斉津波避難訓練、私学大会(津)

 21日 日 長スポウォーキング(熊野古道)

 22日 月 南勢志摩広域セミナー (伊勢庁舎)

 24日 水 本会議

 25日 木 　〃

 27日 土 答志地区老人クラブ研修会(答志町)

 30日 火 本会議

 31日 水 教育警察常任委員会
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11
月
3
日
、国
、県
、四
日
市
市
、鳥
羽

市
な
ど
の
共
催
に
よ
る
、大
規
模
津
波

防
災
総
合
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、四
日
市
港
霞
埠
頭
を
メ
イ

ン
会
場
に
し
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し

て
鳥
羽
市
の
桃
取
町
で
も
行
わ
れ
、私

は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
は
お
年
寄
り
の
方
が

多
か
っ
た
た
め
、急
な
階
段
が
大
変
そ

う
で
し
た
が
、確
実
に
避
難
を
実
施
し
、

中
に
は
中
国
か
ら
の
研
修
生
や
障
害
の

あ
る
方
な
ど
も
参
加
し
て
、車
椅
子
で

階
段
を
上
る
訓
練
や
、お
年
寄
り
を
背

負
っ
て
移
動
す
る
訓
練
も
あ
り
、又
、港

で
は
鳥
羽
海
上
保
安
部
に
よ
る
物
資
の

輸
送
や
、空
か
ら
は
陸
上
自
衛
隊
に
よ

る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
た
物
資
の
空

輸
、避
難
所
で
は
自
衛
隊
と
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
お
に
ぎ
り
づ
く
り
、豚

汁
の
炊
き
出
し
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

　
そ
ん
な
中
で
私
が
感
心
し
た
の
が
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、世
帯
ご
と

に
高
台
の
旧
公
民
館
に
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ

ク
ス
を
置
き
、飲
料
水
や
衣
類
、食
料
等

を
備
蓄
し
、世
古
ご
と
に
分
け
て
管
理

し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

災
害
に
備
え
て

三重むすび塾　
　伊勢市の「はーとプラザみその」で、中日新聞
社と仙台市の河北新報社の共催による、「三重む
すび塾」が県内で始めて開催されました。
　2011年の東日本大震災の教訓を防災に活か
すため、「観光地の伊勢で旅行者や住民が生きる
ために」をテーマに、語り部として三人の方のお
話を聞くことができしました。
　お三方の体験談は全て貴重なお話で、共通し
て語られていたのは、「これまでの津波はここま
で来た事は無い」、「津波が来ても大した被害に
あっていないといった安心感から母親、兄弟、両
親をなくしてしまった」、「あの時そのまま一緒
に避難していれば助かっていたのに」といった
反省の言葉と、「地震は必ず来るから避難先を決
めておく事」、「釜石の奇跡と言われるが、あれは

東日本大震災の教訓を防災に活かすために

鳥
羽
高
校
魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
去
る
10
月
9
日
、鳥
羽
市
と
鳥
羽
高
校
活
性
化
協

議
会
の
共
催
に
よ
り
、鳥
羽
高
校
の
存
続
を
考
え
て

み
る
試
み
と
し
て
、「
鳥
羽
高
校
魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の「
公
益
財
団
法
人
み
ん
な
の
夢
を
か
な
え

る
会
」の
中
川
直
洋
氏
か
ら
は
夢
A
W
A
R
D
を
通

じ
て
夢
を
か
な
え
た
事
業
の
紹
介
や
、今
後
の
鳥
羽

市
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
可
能
性
な
ど
の

講
演
を
、又「
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

の
藤
岡
慎
二
氏
か
ら
は
、島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校

や
広
島
県
立
大
崎
海
星
高
校
、長
野
県
立
白
馬
高
校

な
ど
、地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
総
合
学
習
に
よ
っ

て
定
員
割
れ
が
解
消
し
た
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
鳥
羽
市
唯
一
の
鳥
羽
高
校
で
は
、こ
こ
何
年
か
定

員
割
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、伊
勢
志
摩
地
域
高
校
活
性

化
協
議
会
や
鳥
羽
高
校

活
性
化
協
議
会
な
ど
で

も
真
剣
に
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、地

域
全
体
で
今
一
度
鳥
羽

高
校
の
存
続
の
可
否
や

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

鳥
羽
高
校
存
続
の
可
否
や
在
り
方
は
…

　
こ
の
コ
ン
テ
ナ
に
保
管
す
る
も
の
と

し
て
、子
育
て
中
の
方
は
粉
ミ
ル
ク
や

紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
よ
う
に
各
家
庭
に

よ
っ
て
中
身
は
様
々
で
す
が
、各
自
が

そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
期
限
も
含
め
て
責
任

を
持
っ
て
入
れ
替
え
管
理
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
持
ち
出
し
袋
な
ど
準
備
さ
れ
て

い
る
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、予

期
し
な
い
災
害
で
被
災
し
て
し
ま
っ
た

時
の
事
を
考
え
れ
ば
、非
常
に
役
立
つ

取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
各
地
域
で
も
参
考
に
し
て
貰
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
訓
練
の
参
加
者
も
町
民
の
半
分
の
方

が
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、桃
取

町
民
の
防
災
意
識
の
高
さ
に
感
心
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

釜石の訓練が活かされ
た事である」と口を揃え
て言っておられました。
　その後、東北大学の今
村教授からのお話もあ
り、大津波の襲来を想定
したシミュレーション
映像では、「紀伊半島沿岸部の津波到達は早い」、
「津波は繰り返し襲ってくる」、「地形によってど
の様に変化するか予想しにくい」との事でした。
　今後30年の間に南海トラフ大地震の起こる
確率が70%から70%～80%に見直され
ました。
　「避難訓練には先ず参加する」、「揺れたら逃げ
る」を実践するように心掛けましょう。

大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練
を
実
施

高台にある旧公民館に
災害に備えた世帯毎のコンテナ
ボックスを設置

皆さんお体を大切
にして、良いお年を
御迎え下さい。

インフルエンザの
流行する季節です。


